
子どもた
ちのため

に

誇りを持
って働き

続けたい

おおさかおおさか
自治体の仲間自治体の仲間

発行：大阪自治労連（大阪自治体労働組合総連合）
〒530－0041　大阪市北区天神橋１－13－15大阪グリーン
会館４Ｆ　☎06－6354－7201　FAX06－6354－7206
E-mail:mado@osaka-jichiroren.jp
URL:http://www.osaka-jichiroren.jp

発行人／前田　仁美　　編集人／久保　貴裕
1990年９月12日第３種郵便物認可　
毎月15日発行 （１部10円） 組合員の購読料は組
合費に含まれています。

2010年２月15日 No.253

結成大会には、ＮＰＯ理事、大阪自治労連、
大阪労連、各学童保育指導員労働組合からも
たくさんの仲間が駆けつけました

熊取町に大阪自治
労連の新しい仲間が誕

生しました。１月17日に結
成大会を開いた熊取学童保
育所指導員労働組合です。
執行委員長の藤井智仁さ
んからメッセージが寄
せられました。大阪自治労連に

あたらしい仲間が誕生!
熊取学童保育所指導員労働組合

「結成大会では、組合
員一同、感動と緊張で胸
がいっぱいになりました」

全国の仲間とも手をつなぎ
 学びながら育っていきたい

　私が指導員を始めてから14年。毎年のように出る退職者。どうしたらいい
か、どんな職場にしたいかを語り合う中、「やっぱり誇りを持ってこの仕事を
続けたい」とみんなの思いが一致し、労働組合を結成しました。多くの仲間と
手をつなぎ、学びながら、自分たちも育っていきたいと、大阪自治労連に加入
しました。若い組合員一同、願いを〝かたち〟にすべく、声高らかに結成宣言
したことを、みなさんに伝えます。よろしくお願いします。

メッセージメッセージ

執行委員長　藤井　智仁さん

（第３種郵便物認可） 　おおさか自治体の仲間 　2010年２月15日　第253号 ８

「「
無
関
心

無
関
心
で
は
ダ
メ
だ
と

で
は
ダ
メ
だ
と
思思
っ
た
っ
た
」」

「
し
っ
か
り

「
し
っ
か
り
学学
ん
で
、

ん
で
、平
和
平
和
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」

　核兵器廃絶を議題にする５年に一度の国際会議、ＮＰＴ（核不拡散条約）再検討会議が、５月か
らニューヨークで開かれます。大阪自治労連は、ＮＰＴに代表団を送るために、職場・地域で学
習、カンパ運動に取り組んでいます。これまで大阪自治労連の各地区協議会、青年部、婦人部から
20人をこえる代表団が選出されています。
　代表団に決まった仲間から、一言ずつＮＰＴに参加する思いを語ってもらいました。

核兵器廃絶へ、署名と代表団派遣カンパを集めよう

　「おきプロ」※の南部戦跡めぐりに参加して、
感じるものがありました。ＮＰＴに参加して平和
について学びたいです。

◆平和について学びたい
山口知夏さん（婦人部・吹田市職労）

　「おきプロ」に参加して、「戦争はダメ」だと
感じました。静岡の焼津市出身だけど、小中学校
では「３・１ビキニデー」のことは何も教わって
いません。無関心ではダメだと思いました。

◆３・１ビキニ、知らなかったけれど…
宮地絵美さん（大阪市労組）

　はじめはニューヨークにひかれたけれど、ＮＰ
Ｔについて勉強したら、おかしいと思ってきまし
た。このとりくみでたくさん学習したい。

◆はじめはニューヨークにひかれたけれど…
石井綾子さん（東大阪市職労）

NTP（核不拡散
条　　約）再検討会議INニューヨークへ！
大阪自治労連代表団 ５月１日～５月１日～

ＮＰＴ代表団と大阪自治労連・
核兵器廃絶推進委員でピースサイン

　おばあちゃんが言っていたヒロシマを思い出
し、もっと勉強したい気持ちになりました。そこ
で学んだことをいろんな人に伝えたい。

◆おばあちゃんが言っていたヒロシマを思い出して
赤澤文子さん（東大阪市職労）

　「おきプロ」に参加して、平和と自然を守りた
いと思った。そのために学習もして、自分にプラ
スになればと思っています。

◆平和と自然を守りたい
中嶋歩惟さん（富田林市職労）

　ＮＰＴの取り組みを通じて、職場や地域や、い
ろんなところでアピールしたいです。

◆いろんなところでアピールを
有田和恵さん（茨木市職労）

　前回（2005年）はブッシュのおかげで悔しい思い
をしました。今回は新しい流れもあり、期待して
います。

◆前回はくやしい思いをしたから・・・
藤木　壮さん（守口市職労）

※ 「おきプロ」＝昨年６月、自治労連結成20周年を記念して
開催した「青年ビッグイベント、沖縄プロジェクト」のこ
と。全国で1200人、大阪から132人の青年が参加しました。


